
令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 
 

 

 

 

道府県・政令市名【 福岡県 】 

学校名【 芦屋町立芦屋小学校 】 

１ 実践テーマ  Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２ 実施対象者 

 （学年 ･人数） 

第４学年 ３４名 

第５学年 ３５名 

３ 展開の形式

  

（１） 学校における活動 

① 教科名（ 総合的な学習の時間 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標   

 （ねらい）  

４年生 

 パラリンピアンを招いて，講演していただく中で，強い意志を

もって挑戦することや，後悔しないために努力することのすばら

しさについて学び，これからの自己の生き方について考えること

ができる。 

５年生 

 オリンピック調べや実際に競技を体験することを通して，スポ

ーツに対する興味・関心をもつことができるようにする。また，

実践を通して，生涯にわたり運動に親しむ素地を養う。 

５ 取組内容  ４年生 

 実践１「パラリンピックについて知ろう」 

 タブレットを用いて，パラリ

ンピックについて調べ学習を

行う（図１）と同時に，競技の

動画を見ることで，パラリンピ

ックへの関心を高めた。 

 

 

 実践２「車椅子テニス 川野選手との交流を通して，自分の夢

について考えよう」 

 川野選手から「挑戦～後悔しないために～」について講演して

いただき（図２），自己の生き方について考える時間をとった。

講演の中で感じたことや，全校児童に伝えたいと思ったことをま

とめ，校舎内に掲示をした（図３）。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック，パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統，郷土の文化や世界の文化の理解，多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上，スポーツを楽しむ心の育成 

 

 

 

 

 

【図１ 調べ学習をする様子】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生 

 実践１ 「オリンピックの歴史や変遷について調べよう」 

 I C T機器（タブレット）を使い，オリンピックの歴史や変遷

について調べ学習を行なった（図４）。また，調べたことをリー

フレットにまとめ，発表を行った（図５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【図４ 調べ学習を行う様子】  【図５ まとめたリーフレット】 

 実践２ 「芦小５−１オリンピック」 

 「自分達がスポーツを楽しめること」を目標にチーム作りやル

ール作りを行わせ，実際に競技を体験した（図６）。 

 新しいグローブを嬉しそうに使い，練習や試合を行っていた。 

 

 

 

 

 

                

                   

 

 

 

 

 

 
       【図６ 競技を体験する様子】 

 

 

 

 

 

 

【図２ 川野選手との交流の様子】 

 

 

 

 

 

 

【図３ 自己の生き方について考え，まとめる様子】 



６ 主な成果  

 

４年生 

〇 実施前と比べて「夢」について語ることができる児童が増加

した。 

〇 学んだことを校内に掲示し，全校児童に情報発信をする姿が

多くみられた（図７）。 

 

（児童の感想） 

・ 川野選手の話を聞いて，夢を追いかけことの大切さを感じ

ました。夢は変わるかもしれないけれど，今の夢を大切にし

ていきたいです。 

・ 今までは，オリン

ピックしか興味がな

かったけれど，パラ

リンピックも見たい

と思いました。そし

て，川野選手を応援

したいです。 

・ 私もオリンピック

に出たいと思いま

した。 

 

５年生 

 実施前と実施後に行ったアンケート結果において，「スポーツ

に興味・関心がある」，「オリンピックに興味がある」の項目に関

して成果が見られた。アンケート結果は以下の通りである（図

８）。 

 

 

 

 

 

 

   
【図８ オリンピックに興味がある児童の割合の変化】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
          【図９ 児童の感想】 
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【図７ 掲示物】 



７ 実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

４年生 

 パラリンピアンに直接お話を聞くことで，パラリンピックへの

関心をとても高めることができた。講話前と，講話後の学習の時

間をしっかりととることで，思いを高めるようにした。 

 

５年生 

 実践１について 

 ICT機器（タブレット）を有効活用し，目的に沿った調べ学習

を行なった。 

 

 実践２について 

 ルール作りを行わせる中でPDCAサイクルを意識させ，計画

を綿密に練らせた。また，前学年では「ボッチャ」を体験してお

り，２年間かけて様々な競技を体験することができた。 

８ 主な課題等

  

○ 新型コロナウイルス感染予防に伴い，「人との距離を確保」 

した実践の工夫が求められる。また，学校全体で道具が少な

いので、児童数が増えた場合，道具の確保が課題になる。 

 

９ 来年度以降の

実施予定 

○ 新型コロナウイルス感染拡大に伴い「東京オリンピック」が

来年度に延期された。そのため，来年度も総合的な学習を通し

て，オリ・パラ教育を行い，子どもたちが運動に興味・関心を

もつことができるような機会を設けたい。 

 


